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１．概要（Summary） 
 手術時における麻酔操作で気管挿管を行う．現在は視

認による挿管を行っているが，本研究では呼気を感知す

ることで挿管をアシストするデバイスの開発を目的としてい

る．気管挿管デバイスに用いるフローセンサは小型である

必要があるため，MEMS技術を用いたセンサの開発に取

り組んだ．光ファイバ先端に PDMS 薄膜のミラーを取り付

け，呼気による薄膜のひずみを光の反射率変化として捉

えるセンサを構築した． 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

8 インチ汎用スパッタ装置 
汎用 ICP エッチング装置 
光リソグラフィ装置 MA-6 
ステルスダイサー 

 
【実験方法】 

4 inch ウェハーに，8 インチ汎用スパッタ装置，汎用

ICP エッチング装置，光リソグラフィ装置 MA-6 等を用い

て光ファイバを挿入する穴をあけた． 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 開発したセンサを Fig. 1 に示す．現在はセンサを製

作したばかりであり，基礎評価を行っている最中であ

る． 

 
Fig. 1 Flow sensor device 

 
４．その他・特記事項（Others） 
フローセンサの開発にあたって， 微細加工に関する大

変有益なご助言を賜りました． 
東京大学 微細加工 PF  

准教授 三田吉郎先生 
Eric Lebrasseur 様 
水島彩子様 

東京大学 大学院工学系研究科 
岡本有貴様 

に心より感謝を申し上げます.． 
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